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●対象業績

柴崎氏は平成１０年に国土防災技術�に入社し，長野支店勤務を経
て技術本部試験研究所に配属された後，一貫して地すべりの安定度

評価に関わる土質試験，特にすべり面粘土の土質特性に関する研究

や試験技術の開発に携わってきました。

柴崎氏は現場での経験から，積雪期を中心とした寒冷季に多様な

地すべりの運動パターンがみられる要因について問題意識を持ち，

膨大な数の室内実験をこなすなど地道な努力を行ってきました。そ

の中で，特にすべり面粘土のせん断強度の温度依存特性に着目し，

様々な土質材料に対して残留強度の温度依存性に関する実験や解析

を精力的に行い，スメクタイト（膨潤性粘土鉱物）に富む粘土が，

低温環境ほど強度が低下する特性があることを明らかにしました。

この知見は，地すべりの誘因として間隙水圧の変動以外に，季節的

な地温変動が地すべりの発生に影響を与えている可能性を示唆する

もので，極めてユニークであり，「土の残留強度特性に及ぼす温度

の影響」として学会誌等に公表されています。

本研究は，これまでの柴崎氏によるすべり面粘土の残留強度特性

に関する基礎的な研究の上に成り立っていると言えるでしょう。同

氏は，せん断面付近における間隙水圧の挙動に関する研究や，せん

断面の微視形状とせん断抵抗角との関係に関する研究などについて

根気よく取り組み，数多くの成果を学会等で発表してきました。一

方，より高品質なデータを得るため，せん断面付近における間隙水

圧の計測や応力制御に対応したリングせん断試験機，さらに，せん

断方向の補正機能を加えたボーリングコア用すべり面せん断試験機

等の開発や改良にも不断の努力を払っています。このような地道な

努力，豊富な経験や知識，さらに同氏の研究に対する誠実で真面目

な姿勢があったからこそ，このようなユニークな研究に繋がったと

思われます。

温暖化の進行や頻発する地震活動によって，複合災害などの多発

が懸念されています。しかし，防災研究は予算の縮減や人的資源な

どの減少により，先行きは極めて不透明と言わざるを得ません。こ

のような状況の中，今後，柴崎氏には地すべり学会の中核研究者の

一員として新たな研究分野を切り拓くだけでなく，若手研究者の指

導と育成にも尽力していただきたいと期待しています。
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１９９８年 東北大学大学院理学研究科地学専攻

修士課程修了

１９９８年 国土防災技術株式会社 入社
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勤務
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